









































































































































































































































































































　具体的には，2017 年 7 月の「教育実習の研究」授業時に履修者に対し調査の説明がな
され，2017 年 12 月までにアンケートに回答して提出するように求めた。最終的に 184 名




査対象とした 177 名を総合評価で分類すると，A 評価が 104 名，B 評価が 69 名，C 評価




























































































































＊ .197＊＊ .117 .165＊ .130 .057 .269＊＊ .278＊＊ .286＊＊
＊p＜.05，＊＊p＜.01
―78―





























































































のか明らかでない。そこで今回は表 5 に示すように，便宜的に自己受容性の得点分布を 5
つの分位群に分けることとした。最も自己受容性得点の高い第 1 分位群は得点上位 4％の
もの（7 名），次に高い第 2 分位群は得点上位 5％～9％のもの（9 名），その次の第 3 分位
群は 10％～14％のもの（9 名），その次の第 4 分位群は 15％～25％のもの（20 名），そし

















A 評価 B 評価 C 評価
第 1 分位群（上側 0～4%）
第 2 分位群（上側 5～9%）
第 3 分位群（上側 10～14%）
第 4 分位群（上側 15～25%）

























の結果，（4）については第 2 と第 5［p＜.05］および第 3 と第 5［p＜.01］の間，（5）につ
いては第 4 と第 5［p＜.01］の間，（6）については第 3 と第 5［p＜.05］および第 4 と第 5［p
＜.01］の間にそれぞれ有意差が認められた。しかし成績の下位評価軸（Ⅰ～Ⅳ）および
他の自己評価項目については有意な主効果は得られなかった。この結果は，全体の 75％




　ただしここで注目したいのは，表 6 における第 1 分位群の結果である。有意差は無いも
のの，多くの評価尺度において，第 2 分位群よりも数値が低くなっていることが分かる。

























































20.57 21.14 21.71 23.57 70.00 76.43 72.14 82.14 81.43 82.86
第 2 分位群（5～9%）
［n=9］
21.33 21.22 22.44 24.00 72.78 81.67 79.44 87.22 75.56 81.11
第 3 分位群（10～14%）
［n=9］
19.22 18.89 20.00 21.89 71.67 74.44 75.56 88.33 78.33 82.78
第 4 分位群（15～25%）
［n=20］
21.15 20.55 21.85 24.00 69.90 71.35 70.10 76.30 82.05 81.70
第 5 分位群（26～100%）
［n=132］
20.06 19.50 20.40 22.88 65.02 71.05 67.47 73.56 71.27 73.83
セル内の数値は各評価得点の平均．
―82―
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教師の在り方について（第七次提言）．（平成 27 年 5 月 14 日）
　http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kyouikusaisei/pdf/dai7_1.pdf
教育再生実行会議　2016　日本の子供たちの自己肯定感が低い現状について（文部科学省
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